
プログラム番号 ０９００３ 

平成２１年度「国費外国人留学生(研究留学生)の優先配置を行う特別プログラム」 

 

【１．大学の概要】 

①大 学 名 

 研 究 科 名 
京都大学地球環境学舎 

②学  長  名 松本 紘 

③所  在  地 〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

所属部局・職名 国際部留学生課教育支援グループ 

担 当 者 氏 名 甲斐 久美子 e-mailｱﾄﾞﾚｽ 
kumiko.kai@mail2.ad

m.kyoto-u.ac.jp 

④担 当 者 

 連 絡 先 

電話・FAX番号 075-753-2489(TEL),075-753-2562(FAX) 

⑤ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞURL http://www.ges.kyoto-u.ac.jp/cyp/modules/jst/  

⑥大学院在学留学生数   1,194人（うち、国費留学生  484 人） 

 

【２．プログラムの概略】 

①プログラムの名称 環境マネジメントリーダープログラム 

②プログラムの形態 修士課程(2年間)＋博士課程(3年間) 

③交流形態・受入体制 プログラム実施大学が単数 

地球環境学舎 環境マネジメント専攻    
④実施研究科・専攻 

(所在地) 〒606-8501 京都市左京区吉田本町 

⑤連携大学・研究科・

 専攻名 

地球環境学舎 地球環境学専攻 

工学研究科 社会基盤工学専攻、都市社会工学専攻、都市環境工学専攻 

エネルギー科学研究科 

⑥受 入 れ 学 生 数 
２０人（修士８人、博士１２人） 

（うち研究留学生優先配置人数：修士０人、博士４人） 

（うち日本人学生数：１０人） 

⑦担 当 教 員 数  合計 ８９人 （うち専任；４８人、兼担：３９人、非常勤：２人） 

所属部局・職名 地球環境学堂・学舎 教授 

⑧研究科長(代表者)名 
研究科長名 小林 愼太郎 



【３．プログラムの内容】 

１．概説 

 京都大学大学院地球環境学堂・学舎は、平成14(2002)年4月に地球環境学研究の推進と環境マネジ

メント人材養成を目的として設立された研究科で、従来の専門領域の枠を超えた人文・社会・経済

・農・工・理学系を網羅する学際性と文理融合を備えた分野構成となっており、地球環境学専攻と

環境マネジメント専攻の二専攻を有する。設立当初からの環境管理分野での海外教育・研究活動を

展開してきたが、平成20年に科学振興調整費「戦略的環境リーダー育成拠点形成」の事業（事業名

：環境マネジメント人材育成国際拠点、平成20～24年度）が採択され、途上国の環境問題を実践的

に解決する国内外の環境リーダーを養成する教育プログラム（環境マネジメントリーダープログラ

ム）を、平成21年4月から開設することとなった。 

 

２．環境マネジメント人材育成国際拠点の事業内容 

 本事業は、複雑で多岐にわたる地球的・地域的環境問題の解決に取り組む環境リーダーの育成を

目的とするもので、日本人及びアジア諸国留学生を中心に修士・博士課程で教育する。カリキュラ

ムは、地球環境的視点からの学際的な環境学理、都市環境衛生などの専門科目、国内外の環境に関

わる長期インターン研修、学位論文研究から構成されている。 

 本事業は、京都大学をコア拠点として、フィールドキャンパス、サテライトオフィスを中心に運

営する(図1)。コア拠点では、地球環境学舎がプログラム実施組織として、学生の入学、履修、講義

提供、学位研究支援、就職斡旋など教育事務全般を担うとともに、フィールドキャンパスや関連組

織と連携しながら、留学生の受入、日本人学生の海外派遣、教育・研究成果の広報活動、共同研究

等の継続的展開を統括する。フィールドキャンパスは、ベトナム(ハノイ工科大学／ハノイ、フエ大

学／フエ)、及び中国(清華大学深圳校／深圳)に設置し、各々特定教員が常駐して、実践的な環境問

題の解決をおこなう教育・研究の海外活動拠点とする。また、その他の国々にもサテライトオフィ

スを設置し、留学生の募集・選抜等の業務を現地で行う。これにより幅広い地域からの優秀な学生

募集を行い、地域特性や地域社会のニーズに柔軟かつ機動的に対応できる人材を育成する。 

【実施体制】

海外での選抜
特別枠入試

【
選
抜
方
法
】

優先：学位未取得の教員・実務者

一般
入試

アジア地域の連携機関
ASEAN10ヶ国/東・南アジア

【育成プログラム】

【見込まれる成果】

工学
研究科
（地球系
三専攻）

環境リーダー育成ユニット

エネル
ギー
科学
研究科

学内連携ネットワーク
（流動・協働分野制等）

地球
環境
学舎 フ

エ

ハ
ノ
イ

深
圳

教育事務、プロジェクト統括

留学生支援システム
奨学金、チューター、就業支援他

常駐教員、インターン研修

サテライト
オフィイス

学生募集、情報発
信、就業斡旋学術情報メディアセンター

修遠隔講義や教材開発の支援

京大総長

育成運営協議会

企画戦略委員会

コア拠点（京都大学）

フィールド
キャンパス

コース修了証
将来：ジョイント/

デュアルディグリー

すべて英語

国内短期インターンシップ

学位研究

ミニプロジェクトワーク

長期インターンシップ

環境リーダー論
環境基礎学理

環境リーダー各論

日本語研修

長期コース

短期コース

コース修了証
学位（修士・博士)

企業研修
（日系企業）

遠
隔
講
義
・指
導

再生産 修了後：現地機関（省庁、自治体、大

学、企業）、日系現地企業、NGO/NPO
【含国際機関】

環
境
リ
ー
ダ
ー
人
材
の
輩
出

大
学
国
際
ラ
ン
キ
ン
グ
向
上

連携機関へのインパクト

図1：｢環境マネジメント人材育成国際拠点｣の事業概要 

 

３．環境マネジメントリーダープログラムの教育内容 

3-1 開設コース、予定人数、使用言語等 

 地球環境学舎、工学研究科、エネルギー科学研究科大学院学生のうち、下記の教育プログラムを

修了した学生を、本コース修了生とする。毎年の予定修了者数は、修士課程8名、博士課程12名であ

り、うち半数は留学生を予定する。なお、授業はもちろん、研究も含め英語のみで修了できるよう

にコース設計、日常サポート体制の整備をしている。 

3-2 科目内容 



(1)環境基礎論(必修、２科目各１単位) 

環境学を学び問題解決を実践する環境リーダーとしてのあり方・考え方の構築を目的とした科目

である。｢環境リーダー論A｣は国際環境プロジェクト等に関する講義を中心に構成し、｢環境リーダ

ー論B｣は、外部から講師を招聘して行う特別講義を中心として構成する。 

(2)環境基礎学理(選択必修、各２単位) 

 ｢地球環境法・政策論｣、｢地球環境経済論｣、｢地球資源・生態系管理論｣、｢環境倫理・環境教育論｣、

｢アジア環境工学論｣、｢エネルギー環境基礎論｣の６科目から２科目以上を選択する。これらの授業

では、単なる専門知識だけでなく、環境リーダー育成に重要な文理融合科目の習得が期待できる。

(3)環境リーダー各論(選択) 

各種専門科目の他、｢国際協力論｣、｢ミニプロジェクトワーク｣などの本プログラムに相応しい新

科目も提供する。各学生の学習ニーズに応えるため、科目は柔軟に変更できるものとし、機動的な

人材育成に資する。 

(4)インターン研修(必修、合計 10 単位) 

日本の最新技術を習得する｢インターン研修 A｣(２週間以上)と、プロジェクト研究をする｢インタ

ーン研修 B｣(修士課程２ヶ月以上、博士課程４ヶ月以上)を必修とする。インターン研修 A は最新科

学技術を学習し、海外への技術移転・普及に役立てるため、インターン研修 B は、課題設定から政

策提案まで一連の過程の自発的習熟のため、課す。フィールドキャンパスやサテライトオフィスは、

インターン研修 B のテーマやフィールド提供という点で重要な役割を担う。 

(5)学位研究 

 その学位研究の内容が環境マネジメントリーダープログラムの趣旨に合致する必要がある。この

ため、インターン研修の課題・内容も、学生は指導教員・研修先指導者と綿密に検討・計画し、学

位論文につなげる準備期間(研究手法の習得、予備調査・実験)と位置付け、効率的に学位取得を図

るシステムとしている。 

3-3 修了条件 

 上記科目から修士課程学生は 22 単位、博士課程学生は 18 単位を取得し、所属研究科の必要な修

了要件 (修士論文・博士論文審査合格他)を満たすことで修了する。なお、博士課程 10 月入学の留

学生の場合の学習計画例を図 2 に示す。 
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図2：博士課程10月入学の留学生の場合の推奨学習計画例 

 

４．募集方法、選考方法 

 国費外国人留学生優先配置対象学生（４名：博士課程のみ）の募集は、Webによる案内やフィール

ドキャンパスやサテライトオフィスを通じて実施する。応募者に対し、まず履歴書、大学・大学院

（修士課程）成績に基づき、書類審査を実施する。本書類審査合格の若干名に対して面接試験を行

い、最終的な合格者を決定する。面接はフィールドキャンパス等を利用して海外でも実施する。 

 優先配置対象者以外については、地球環境学舎、工学研究科、エネルギー科学研究科それぞれの

通常入学試験（修士課程・博士課程）に合格することが、プログラム受講の条件となる。 

 


